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2015年7月7日（火）～10日（金）にかけて「MTAベトナム
2015」が、ホーチミン7区にある国際展示センター            
（S.E.C.C)にて開催されました。

MTAベトナムは、工作機械、金属加工技術、精密工学などの
分野において世界をリードする各メーカーの製品や技術を
ベトナムへ紹介する展示会で、2005年にホーチミンで第1
回が開催されてから毎年開催されています。

13回目の開催となった今回は、日本、ドバイ、韓国、シンガポ
ール、台湾など国別の11のパビリオンを含め、ベトナムを含
む21カ国から合わせて、346社が出展しました。

出展企業は毎回80％以上が外国企業となっており、工作機
械、金属加工の分野ではベトナムで最大級の展示会の一つ
となっています。

展示会場内では、Amada、Bystronic、Carl Zeiss、 DMG 
MORI、 Dine、 Mazak、 Mitutoyo、 Mori、 Nikon、 Sodick な
ど大手企業のブースも数多く見受けられました。来場者数
は、昨年は9,181人で、今年は9,587人と約4.4％増加して
います。
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■多様な参加形態　～東京都大田区～
今回の展示会では、1社単独で出展するのではなく、日本の市
区町村などが出展するという参加形態が見られました。例えば、
今回、日本国内でも有数のものづくり産業の集積地である大
田区が、区内の製造業に参加を募り、大田区としてブースを出
展していました。

大田区の企業の中には特殊な技術を有する企業が多く、「
Kett」のブランドで知られる株式会社ケツト科学製作所のブ
ースには、金属の腐食を防ぐ塗膜の膜厚を計測する最新の「膜
厚計」が展示され、多くの見学者が訪れていました。また、水分
計のパイオニアでもある同社は、商品の良し悪しや重さでの取
引に欠かせない「水分計」の引き合いがベトナムの農業関連企
業から多いとのことでした。

今後、このような日本の技術がベトナムの製造業や農業の発
展につながることが期待されます。

■ジャパン・パビリオン
今回の展示会では、台湾、韓国、シンガポールなど各国のパ
ビリオンが設けられていましたが、特に活況を呈していたの
は日本貿易振興機構（ジェトロ）が設置した「ジャパン・パビリ
オン」でした。

ジェトロは、2007年から9年連続でMTAにジャパンパビリ
オンを出展しており、今回の展示会では、産業機械、工具、各
種精密部品などの高い技術を有する日本の中小企業22社
が出展しました。

出展企業の中には、初出展の企業4社のほか、日本国内では、
業界で大きなシェアを獲得しており、本展示会をきっかけに海
外市場への輸出に取り組みたいという企業が3社ありました。

ベトナムに進出した日系製造業の現地調達率は33％とタイ、
インドネシア、中国などに比べて低い数字となっており、日
本をはじめとした外資系製造業は、こうした展示会を通じて
、ベトナム企業の技術力や品質が向上していくことに大きな
期待が寄せられています。そのような状況でベトナム国内
の需要をいち早く取り込もうとする、日系中小企業の販路開
拓・進出意欲は年々高まっており、ジャパンパビリオンへの
出展企業数は20社を超え、過去9年間の累計では160社
を超えており、累積の商談件数は今年で1万件を超えました
。過去の出展企業には、大手企業からの継続受注や代理店
契約に成功した企業も多く存在しており、各ブースでは販路
拡大に繋げようと、熱心に商談が行われていました。

■感想
展示会の2日目と最終日に出展している日系企業の何社かに、
今回の展示会での期待と成果について質問を投げかけると、
「2日目にも関わらずベトナムの地場企業から大型案件を2
件受注しました！！」、「この展示会で受注を数件、見積り依頼を
数件頂くことができた。」、「去年も出展したが、ブースに来る
人数は同じ位だったが、具体的な話は今年の方が多かった。」、
「ブースに来られるベトナム地場企業の意識が高く、知識も以
前より高くなっていると感じた。」、「初めての国でしたが、実際
に自分の目で見て、手で触れて、耳で聞くことができたことは、
今後本格的な進出を検討する上で貴重な情報収集につながり
ました。」、「会社のPRと具体的な商談を複数実施できた。」と
前向きな意見を多く聞くことができました。
今回の展示会では、情報発信と情報収集は勿論のこと、より
具体的な商談と成約に結びついたといった声を聞くことがで
き、出展した企業にとっては、今後のベトナムでの販路拡大に
つながる、非常に有意義な展示会だったのではないでしょう
か。

次回は2016年7月5日（火）～7月8日（金）、同会場にて行
われる予定です。
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